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伊藤長七がつづった「小諸を去る辞」を

詩吟で披露する諏訪岳風会のメンバー

自
由
で
伸
び
や
か
伊
藤
長
七
の
教
育

出
身
地
苦
で
初
寒
水
会
が
フ
ォ
ー
ラ
ム

諏
訪
市
四
賀
出
身
の
教
育
者
、

伊
藤
長
七
（
1
8
7
7
～
1
9
3

0
年
）
を
研
究
す
る
「
諏
訪
寒
水

会
」
は
6
日
、
「
伊
藤
長
七
フ
ォ

エ
フ
ム
i
n
諏
訪
」
を
同
市
の
諏

訪
教
育
会
館
で
開
い
た
。
県
内
外

か
ら
約
1
4
0
人
が
来
場
。
長
七

を
テ
ー
マ
に
し
た
講
談
や
詩
吟
、

講
演
会
な
ど
を
行
い
、
子
ど
も
の

自
発
的
活
動
を
重
視
し
た
自
由
で

伸
び
や
か
な
「
大
正
自
由
主
義
教

育
」
を
実
践
し
た
長
七
の
歩
み
を

知
る
機
会
に
し
た
。

伊
藤
長
七
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
3
回

目
。
諏
訪
寒
水
会
発
足
5
周
年
記

念
と
し
て
諏
訪
で
は
初
め
て
開
い

た
。
講
演
会
で
は
長
七
が
初
代
校

長
を
務
め
た
小
石
川
中
等
教
育
学

校
（
当
時
は
東
京
府
立
第
五
中
学

校
）
の
元
校
長
、
栗
原
卯
田
子
さ

ん
が
「
子
ど
も
た
ち
の
未
来
と
学

び
の
創
造
～
伊
藤
長
七
の
思
想
と

学
校
づ
く
り
」
と
題
し
、
長
七
の

教
育
思
想
に
つ
い
て
同
校
の
中
高

妄
校
北
の
経
過
を
重
ね
て
説
明

した。
「
知
ら
な
い
学
問
に
触
れ
、
本

当
に
好
き
な
こ
と
を
見
つ
け
る
こ

と
が
で
き
た
」
な
ど
と
す
る
、
長

七
が
校
長
を
務
め
た
当
時
の
生
徒

の
声
を
紹
介
。
「
立
志
・
開
拓
・

創
作
」
の
建
学
の
精
神
を
土
台
に

し
た
現
在
の
教
育
に
つ
い
て
、
日

本
に
閉
じ
こ
も
ら
ず
海
外
を
目
指

す
国
際
理
解
教
育
、
自
分
か
ら
深

く
学
ぶ
教
育
な
ど
を
実
践
す
る
に

は
6
年
間
の
一
貫
教
育
が
必
要
－

と
語
っ
た
。

長
七
の
孫
で
あ
る
伊
藤
ひ
ろ
子

さ
ん
も
講
師
と
し
て
参
加
。
太
平

洋
戦
争
中
、
東
京
・
駒
込
の
伊
藤

家
に
保
管
さ
れ
た
長
七
の
膨
大
な

資
料
を
守
る
セ
め
、
⊥
9
4
5
（
昭

和
2
0
）
年
に
伊
藤
家
は
資
料
と
共

に
富
士
見
高
原
に
疎
開
し
た
と
話

し
た
。
同
年
3
月
の
東
京
大
空
襲

直
前
だ
っ
た
と
い
う
。

講
談
師
の
田
辺
鶴
遊
さ
ん
は

「
伊
藤
長
七
物
語
」
と
題
し
て
自

ら
取
材
し
て
構
成
し
た
講
談
を
披

露
。
長
七
の
教
え
子
の
一
人
、
木

村
岳
風
を
祖
宗
範
と
す
る
諏
訪
岳

風
会
は
、
長
七
が
東
京
高
等
師
範

学
校
に
進
む
た
め
小
諸
高
等
小
学

校
の
教
師
を
辞
め
る
際
に
つ
づ
っ

た
「
小
諸
を
去
る
辞
」
な
ど
を
詩

吟
で
発
表
し
た
。
諏
訪
寒
水
会
の

河
西
敏
夫
副
会
長
は
長
七
の
代
表

的
な
著
書
「
現
代
教
育
観
」
の
内

容
を
紹
介
し
た
。

同
会
の
渡
遵
文
雄
会
長
は
「
教

育
へ
の
情
熱
は
半
端
で
は
な
か
っ

た
長
七
の
人
間
的
な
魅
力
を
知
る

場
に
な
れ
ば
」
と
話
し
た
。

（
小
尾
口
有
二
）


